
2023 年度第 3 回関西学連総会 議事録 

 

【開催日時】2023 年 9 月 28 日（木曜日） 10：00～10：30 

【開催場所】Zoom 

【議事録作成者】副幹事長 吉川浩太 (大阪大学) 
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【出席者】（敬称略） 

吉岡 春樹 幹事長  

野田 晃司 副幹事長 途中から参加 

吉川 浩太 副幹事長  

丸田 祐大 事務局長  

中盛 雷也 競技部長  

門 瑞起 大阪大学渉外  

中谷 太陽 立命館大学渉外代理  

 

1. 第二回定例戦振り返り 

吉岡 運営ありがとうございました。 

決算に関して、赤字が出たので補填をしなければならない。赤字分は関西学連の経

費から補填しようと思う。バーベキューの赤字は追加徴収で対応をしている。結果

的に五万円ほどの赤字になった。赤字の補填に関して、資料をそろえて各校に承認

をいただくようにする。 

赤字の原因について、収入の見通しの時にセルの足し算が間違っていたこと、交通

費の見積もりがゆるかったこと等が挙げられる。 

運営の反省を運営者からアンケートを取りつつまとめたので、今後阪神奈と京京立

が合同で運営をする機会があれば活用して欲しい。 

 

2. 第三回定例戦報告 

吉岡 第三回定例戦が 11 月 26 日に開催される。テレインは希望ヶ丘。 



 

3. テレインリメイクについて 

吉岡 【これまでの進行状況】 

・4 月にテレインリメイク決定 

・見積もりを依頼→費用が 200 万強かかる 

・8 月に正式な発注依頼の賛否を問う投票→4 校賛成、2 校反対 

可決になったものの 2 校の反対があるので、慎重にテレインリメイクを進めること

にする。渉外やお金の話を固めてから来年度に引き継ぐことにする。 

お金について、関西学連の会計の収支は例年だいたい 10 万円の黒字になる。 

渉外について、自治会長等には話を通したが、地元の各個人には話を通していない

ので、回覧板で周知するなどして承認を得るようにする。 

 

【話し合いたいこと】 

・テレインリメイクの重要性 

反対意見としてそもそもなぜテレインリメイクをするのかというのがあった。形式

的な回答としては、去年の関西学連の総会で優先順位を決め各校に承認を取ったの

で、第一順位にあるテレインリメイクをするということである。しかし決定から時

間も経っているので話し合う必要がある。 

・リメイクを発注する際の判断基準 

渉外がどこまで進行したら発注が出せるのか、ミセレ等で他のテレインでリメイク

にお金が必要だからできない、などの基準を設けるべき。 

この 2 つについて意見が欲しい。 

門 リメイクをした時に赤字になると思うが、そのお金をどれくらいで返すか決めてい

るのか。 

吉岡 現在、関西学連の口座に 400 万円ほどあるが、その水準にすぐ戻すのは無理なので、

関西学連の活動を維持できる水準にあれば良いと思っている。 

 

4. 広報誌「フリーダム」について 

吉岡 年に 2 回の広報誌で、10 月末に発行を予定している。 

内容としては、定例戦の結果の共有、第三回定例戦の宣伝、自由投稿や企画など。

自由投稿を募りたい。各校の同期紹介や大学の紹介などの企画をすることで関西学

連特有のものを作れたら良いなと思う。過去のフリーダムを見ると、関西の地域ク

ラブ紹介があった。広報部長の笠原から記事の募集があるのでご協力お願いします。 

 


